
1. クルド自治政府＝南クルディスタン（バシュール）クルド語 
A.  PUK、共同リーダーシップ制度を選択する 
 

 
  
PUKゼネラル・リーダーは 2020年 2月 8日(土曜日)、いとこのラフール・シェイ

ク・ジャンギとバフェル・タラバーニが党を率いる最強の候補者であり、党が共同

代表システムを選択すると発表した。 
 
「PUKの事務総長のポストは排除され、2〜3人の共同代表が PUKで選ばれる共同代

表システムに置き換えられる」と、PUK統括指導評議会の暫定代表ムスタファ・チ

ャウラッシュは記者団にこれは、党の最高機関の会議である。と語った。 
 
一部の情報筋によると、党の創設者ジャラル・タラバーニの息子であるバフェルと

従弟のラフールは、PUKの新しい共同代表になる 2人の有力候補者である。 
 
また、イラクの現大統領で PUKの上級指導者であるベリハム・サリフも共同代表者

になる可能性があるという噂もある。その問題はまだ決まっていない。 
 
「我々は PUKの指導者構造について合意したが、党が何人の共同指導者を持つかに

ついては合意していない、2人か 3人」とチャウラッシュは説明した。 
 
指導者評議会は今日も会議を続けて決定を下す。 
https://rudaw.net/english/kurdistan/08022020 
 
B. イラク当局者とダム建設について話し合うクルディスタン代表団 

https://rudaw.net/english/kurdistan/08022020


 
2020 年 2 月 10 日(日)、5 つのダム建設のための追加資金をめぐる交渉のため、クル

ド自治政府(KRG)の代表団がバグダッドに到着した。 

KRG のベガード・タラバニ農業・水資源大臣が代表団を率いた。貿易財政省の代表

者は、旅行中に彼女に同行していると言われている。 

http://www.basnews.com/index.php/en/news/kurdistan/580284 

 

2. イラク 

A. イラク、ロシアとのより緊密な軍事関係を模索 

 

イラク軍参謀総長、オスマン・アル・ガーニム中将、ロシアのマクシム・マクシモ

フ大使が会談し、バグダッドとモスクワの緊密な軍事関係について話し合った。 

AP 通信によると、ガーニミはイラクがイスラーム国(IS)を掃討に援助しているロシ

アの役割を称賛した。彼はまた、イラク軍に「多くの戦いを解決する上で大きな役

割を果たした高度で効果的な装備と武器」を提供してくれたモスクワに感謝した。 

報告書に引用された省の声明によると、両当事者は、イスラーム国の復活を防ぐた

めに、より緊密な調整に合意した。 

マクシモフは、「双方の協力を強化する枠組みの中で」彼のカウンターパートのア

ル・ガニミと会うためにロシア帰国を延長した、と声明。 

http://www.basnews.com/index.php/en/news/kurdistan/580284


バグダッドとモスクワ間のより強い軍事関係に関する議論は、1 月初めにバグダッ

ド空港の近くで米国がイランの最高将軍カセム・ソレイマニとイラクの上級民兵指

導者アブ・マフディ＝アル・ムハンディスを殺害した後、イラクと米国の関係が不

安定な中会談が行われた。 

http://www.basnews.com/index.php/en/news/iraq/580096 

B. イラク中央政府は、カルバラのナジャフ（シーア派地域）での衝突に関する

調査を命じる 

 
イラクの内務大臣は、ナジャフとカルバラの南部の都市で抗議者に対する最近の弾

圧攻撃の調査を命じました。 

水曜日と木曜日に、シーア派聖職者でポピュリズム政治家ムクタダ・アル・サドル

の支持者が 2 つのシーア派の聖なる都市で抗議キャンプを襲撃し、平和的な抗議者

ら数十人を殺害し、負傷させた。 

「加害者が攻撃の責任を問われるまで、調査は続く」とイラク政府は声明を出した。 

また、治安部隊は抗議者を保護し、国民は自粛抗議活動を自粛し、暴力的な行動を

避ける必要があると述べた。 

http://www.basnews.com/index.php/en/news/iraq/579880 

C. シリア（ロジャワ）クルド語西クルディスタン 

ENKSは PYDとの「本物の」政治的パートナーシップを求めています 

http://www.basnews.com/index.php/en/news/iraq/580096
http://www.basnews.com/index.php/en/news/iraq/579880


 
 
クルディスタン・ナショナル・カウンシル・オブ・シリア(ENKS)国民評議会は日曜

日、民主連合党(PYD)との「本当の」政治的パートナーシップを求めていると述べ、

この点で(PYD)党との協議を開始する意思があると付け加えた。 

ENKS のリーダーであるドゥアド・アリコは BasNews に対し、PYD との協議を開始す

る評議会の「強い意志」があると語ったが、両者の交渉開始日を明らかにしなかっ

た。しかし、シリアのクルド人の団結を促す決意を強調した。 

「我々はイデオロギーの異なる(PYDとの)困難な協議を開始する決意である 

「政治、軍事、安全保障、行政、経済などの分野を主題として協議しなっければな

らない」とアリコは指摘した。 

彼はまた、シリア民主軍(SDF)のマズラム・アブディ将軍に対し、シリアにおけるす

べての勢力が意見を交換できるように、シリアのクルド人問題に関するロードマッ

プを提供するよう強く求めた。 
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